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居宅介護支援重要事項説明書  

＜ 令和８年６月１日 現在 ＞ 

 

１ 当事業所が提供するサービスについての相談窓口 

  電  話：０４８０－５３－６９７７ 

  受付日時：月曜日から金曜日 

 午前９：００～午後６：００ 

 

２ 当事業所の概要 

（１）事業所の名称、所在地、指定番号及びサービス提供地域  

  事  業  所  名   ケアプラン久下けやきハウス 

  所   在   地   埼玉県加須市久下３－５－１ 

  介護保険指定番号   居宅介護支援   加須市（１１７３８０１５７０号） 

  サービスを提供する  加須市 

  地域 ※上記以外の方でもご希望の方はご相談ください。 

 

（２）事業所の職員体制 

    常 勤  非常勤 業務内容    計 

 
管 理 者 

１名 

（兼務） 
名 

管理業務、居宅サービ

ス計画作成等 

１名 

（兼務） 

 
主任介護支援専門員 

１名 

（うち１名兼務） 
名 

居宅サービス計画作

成、相談業務等 

１名 

（うち１名兼務） 

 
介護支援専門員  名 名 

居宅サービス計画作

成、相談業務等 
 名 

 

（３）営業日及び営業時間 

 月曜日～金曜日   午前９：００～午後６：００ 

 祝・祭日   午前９：００～午後６：００  

 

  ※休日及び営業時間外の緊急時や相談への対応について、必要に応じて利用者及び 

   ご家族からの連絡が取れる体制を確保しています。 

緊急連絡先：０４８０－５３－６９７７ 

 



 2 

３ 居宅介護支援の申し込みからサービス提供までの流れと主な内容 

① 窓口もしくは電話等でお申し込み下さい。利用の申し込みを受付けし、契約締結の

手続きをいたします。 

② 利用者宅を訪問し、心身の状況・要望などの課題を把握いたします。 

③ 課題を整理しながら利用者の要望をまとめ、居宅サービス計画の原案を作成します。 

④ 原案をもとに、利用者の参加または意向により、サービス提供事業者との調整を行

い、実施にあたっての目標などの確認をし、居宅サービス計画を確定します。 

⑤ 利用者宅を適宜訪問し、居宅サービス計画が適正に実施されているかを確認します。 

⑥ 利用者の心身の状況や要望の変化があるときは、居宅サービス計画を見直します。 

 ⑦ 指定居宅介護支援の提供の開始に際し、あらかじめ利用者又はその家族に対し、利

用者について病院又は診療所に入院する必要性が生じた場合には、担当介護支援専

門員の氏名及び連絡先を当該病院又は診療所に伝えるよう求めます。 

 ⑧ 介護支援専門員は、指定居宅サービス事業者等から利用者に係る情報の提供を受け

たとき、その他必要と認めるときには、利用者の口腔に関する問題、薬剤状況その

他の利用者の心身又は生活の状況に係る情報のうち必要と認めるものを利用者の同

意を得て主治医の医師、歯科医師又は薬剤師に提供します。 

 ⑨ 介護支援専門員は、利用者が訪問看護、通所リハビリテーション等の医療サービス

の利用を希望している場合その他必要な場合には、利用者の同意を得て主治の医師

又は歯科医師（以下、「主治の医師等」といいます。）の意見を求めます。その場合

において、介護支援専門員は、居宅サービス計画を作成した際には、当該居宅サー

ビス計画を主治の医師等に交付します。 

 ⑩ 事業者は、指定居宅介護支援の提供の開始に際し、あらかじめ居宅サービス計画が

基本方針及び利用者の希望に基づき作成されるものであり、利用者は複数の居宅サ

ービス事業者等を紹介するよう求めることができます。 

 ⑪ 利用者は、居宅サービス計画に位置付けた指定居宅サービス事業所等の選定理由の

説明を求めることができます。 

 ⑫ 居宅サービス計画に厚生労働大臣が定める回数以上の訪問介護（生活援助中心型）

を位置付ける場合には、市町村に居宅サービス計画の届け出をし、地域ケア会議又

は行政職員やリハビリテーション職員を派遣する形で行うサービス担当者会議等の

開催により、届け出された居宅サービス計画の適正検証を行います。 
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４ 利用料、その他の費用の額 

（１）居宅介護支援の利用料 

 ア 基本料金 

   要介護認定を受けられた方は、介護保険制度から全額給付されるので自己負担は 

  ありません。 

保険料の滞納等により、保険給付金が直接事業者に支払われない場合、１ヶ月につ 

き要介護度に応じて下記の金額をいただき、当事業所からサービス提供証明書を発行 

いたします。 

   このサービス提供証明書を後日市町村の窓口に提出しますと、全額払戻を受けられ 

ます。 

 居宅サービス等の利用に向けて介護支援専門員が利用者の退院時等にケアマネジ

メント業務を行ったものの利用者の死亡によりサービス利用に至らなかった場合に、

モニタリングやサービス担当者会議における検討等必要なケアマネジメント業務や

給付管理のための準備が行われ、介護保険サービスが提供されたものと同等に取り扱

うことが適当と認められるケースについては、居宅介護支援費の基本報酬の算定を行

います。 

 

 （地域区分別１単位の単価(６級地)10.42 円） 

区     分 要介護１・２ 要介護３～５ 

介護支援専門員１人当たりの利用者の 

数が４５件未満の場合 

居宅介護支援費Ⅰ 

１１，３１６円 

居宅介護支援費Ⅰ 

１４，７０２円 

  

イ 加算 

  要件を満たす場合に、基本料金に以下の料金が加算されます。 

サービスの実施による加算 

加算の種類 要     件 利用料 

初回加算 新規に居宅サービス計画を作成した場合 

要支援者が要介護認定を受けた場合に居宅

サービス計画を作成する場合 

要介護状態区分が２区分以上変更された場

合に居宅サービス計画を作成する場合 

１月につき 

 ３，１２６円 

入院時情報連携 

加算（Ⅰ） 

利用者が病院等に入院した日のうちに病院

等の職員に対して必要な情報を提供した 

１月につき 

２，６０５円 
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場合 

（入院日以前の情報を含む） 

（営業時間終了後又は営業日以外の日に入

院した場合は、入院日の翌日も含む） 

入院時情報連携 

加算（Ⅱ） 

利用者が病院等に入院後、翌日又は翌々日

に病院等の職員に対して必要な情報を提供

した場合 

（営業時間終了後に入院した場合であって

入院日から起算して３日目が営業日でない

場合は、その翌日を含む） 

１月につき 

２，０８４円 

退院・退所加算

（Ⅰ）イ 

病院等に入院、入所していた利用者の退院、

退所に当たって病院等の職員とカンファレ

ンス以外の方法により、利用者に関する必

要な情報の提供を受けた上で、居宅サービ

ス計画を作成し、居宅サービス等の利用に

関する調整を行った場合 

（入院又は入所期間中１回を限度） 

１回につき 

４，６８９円 

退院・退所加算

（Ⅰ）ロ 

病院等に入院、入所していた利用者の退院、

退所に当たって病院等の職員とカンファレ

ンスにより、利用者に関する必要な情報の

提供を受けた上で、居宅サービス計画を作

成し、居宅サービス等の利用に関する調整

を行った場合 

退院・退所後に福祉用具の貸与が見込まれ

る場合は、必要に応じ、福祉用具専門相談

員や居宅サービスを提供する作業療法士等

が参加した場合 

（入院又は入所期間中１回を限度） 

１回につき 

６，２５２円 

退院・退所加算

（Ⅱ）イ 

病院等に入院、入所していた利用者の退院、

退所に当たって病院等の職員とカンファレ

ンス以外の方法により、２回以上利用者に

関する必要な情報の提供を受けた上で、居

宅サービス計画を作成し、居宅サービス等

の利用に関する調整を行った場合 

１回につき 

６，２５２円 
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（入院又は入所期間中１回を限度） 

退院・退所加算

（Ⅱ）ロ 

病院等に入院、入所していた利用者の退院、

退所に当たって病院等の職員と利用者に関

する必要な情報の提供を２回受けており、

うち１回以上はカンファレンスにより受け

た上で、居宅サービス計画を作成し、居宅

サービス等の利用に関する調整を行った場

合 

退院・退所後に福祉用具の貸与が見込まれ

る場合は、必要に応じ、福祉用具専門相談

員や居宅サービスを提供する作業療法士等

が参加した場合 

（入院又は入所期間中１回を限度） 

１回につき 

７，８１５円 

退院・退所加算

（Ⅲ） 

病院等に入院、入所していた利用者の退院、

退所に当たって病院等の職員と利用者に関

する必要な情報の提供を３回以上受けてお

り、うち１回以上はカンファレンスにより

受けた上で、居宅サービス計画を作成し、

居宅サービス等の利用に関する調整を行っ

た場合 

退院・退所後に福祉用具の貸与が見込まれ

る場合は、必要に応じ、福祉用具専門相談

員や居宅サービスを提供する作業療法士等

が参加した場合 

（入院又は入所期間中１回を限度） 

１回につき 

９，３７８円 

通院時情報連携

加算 

利用者が医師又は歯科医師の診察を受ける

際に同席し、医師等に利用者の心身の状況

や生活環境等必要な情報提供を行い、医師

等から利用者に関する必要な情報提供を受

けた上で、居宅サービス計画に記録した場

合 

（１月に１回を限度） 

１回につき 

５２１円 

緊急時等居宅 

カンファレンス

病院または診療所の求めにより、病院また

は診療所の職員と共に利用者の居宅を訪問

１回につき 

２，０８４円 
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加算 し、カンファレンスを行い、必要に応じて

居宅サービス等の利用調整を行った場合 

（１月に２回を限度） 

ターミナルケア

マネジメント 

加算 

医師が医学的知見に基づき、回復の見込み

がないと診断した者で在宅で死亡した利用

者に対し死亡日及び死亡日前１４日以内に

２日以上利用者宅を訪問し、心身の状況等

を記録し、主治医及び居宅サービス計画に

位置付けたサービス事業所に提供した場合 

「人生の最終段階における医療・ケアの決

定プロセスに関するガイドライン」等の内

容に沿った取組みを行った場合 

１月につき 

４，１６８円 

介護職員等 

処遇改善加算 

介護職員等の賃金の改善等を実施している

場合、所定単位数に２．１％を乗じた単位

数を加算 

所定の単位数 

×２１／１０００ 

 

（２）交通費 

   前記２の（１）のサービスを提供する地域にお住まいの方は無料です。 

   それ以外の地域の方は、介護支援専門員がお訪ねするための交通費として、自動車

を使用した場合、次の額の実費が必要となります。 

 

①通常の事業の実施地域を越えた地点から、片道１０km 未満 ３００円 

②通常の事業の実施地域を越えた地点から、片道１０km 以上 ５００円 

 

（３）解約料 

   利用者のご都合により解約した場合、下記の料金をいただきます。 

 

       契約後、居宅サービス計画の  要介護１・２     ２,０００円 

 作成段階途中で解約した場合  要介護３～５     ３,０００円 

保険者（区市町村）への居宅 

サービス計画の届出が終了後 

に解約した場合 

 

料金は一切かかりません 

 

 



 7 

（４）その他 

   支払方法 

 料金が発生する場合、月末の精算としますので、翌月の末日までにお支払いくださ

い。 

 

５ サービスの利用方法 

（１）サービスの利用開始 

      まずは、お電話等でお申し込みください。当事業所職員がお伺いいたします。 

   契約を締結した後、サービスの提供を開始します。 

 

（２）サービスの終了 

    ①利用者のご都合でサービスを終了する場合 

      文書でお申し出くだされば、いつでも解約できます。 

 

    ②当事業所の都合でサービスを終了する場合 

      人員不足等やむを得ない事情により、サービスの提供を終了させていただく場合が 

ございます。 

   その場合は、終了３０日前までに文書で通知するとともに、地域の他の居宅介護支  

 援事業者をご紹介いたします。 

 

③自動終了 

   以下の場合は、双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了いたします。 

   ・利用者が介護保険施設に入居した場合………入居した日の翌日 

   ・介護保険給付でサービスを受けていた利用者の要介護認定区分が、非該当（自立） 

または要支援１・２と認定された場合………認定された日 

   ・利用者がお亡くなりになった場合………死亡日の翌日 

   ・利用者が医療機関に入院し、長期の療養が見込まれる場合 

 

    ④その他 

      利用者やご家族などが当事業所や当事業所の介護支援専門員に対して本契約を継 

続しがたいほどの背信行為を行った場合は、文書で通知することにより、即座にサー  

ビスを終了させていただく場合がございます。 
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６ 緊急時の対応 

  サービス提供時に利用者の病状が急変した場合、その他必要な場合は、速やかに主治

医等への連絡等必要な措置を講じます。 

 

７ 事故発生時の対応 

  サービスの提供により事故が発生した場合は、市町村、代理人等に連絡するとともに、 

必要な措置を講じます。 

 

８ 守秘義務に関する対策 

  事業者及び職員は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保守します。また、

退職後においてもこれらの秘密を保守すべき旨を従業員との雇用契約の内容としてい

ます。 

 

９ 虐待の防止について 

  事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に揚げる通り必要な措

置を講じます。 

 

 （１）虐待防止に関する責任者は、下記の通りです。 

    虐待防止に関する責任者  管理者 太田 宏 

 （２）成年後見制度の利用を支援します。 

 （３）苦情解決体制を整備しています。 

 （４）従業者に対して、虐待防止を啓発・普及するための研修を実施しています。 

 （５）事業者は、従業者、居宅サービス事業者及び介護者（現に介護をしている家族・

親族・同居人等）による虐待が疑われる場合には、速やかにこれを市町村に通報

します。 

 

１０ 感染症の予防及びまん延防止のための措置 

事業者は、感染症の予防及びまん延防止のために、次に掲げるとおり必要な措置を

講じます。 

（１）感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会を概ね６ヵ月に 

１回以上開催するとともに、その結果について従業者に周知徹底を図ります。 

（２）感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。 

（３）従業者に対する感染症の予防及びまん延防止のための研修を定期的に実施して 

います。 
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１１ 業務継続計画 

   事業者は、感染症や非常災害の発生でもご利用者への居宅介護を継続的に実施する

ためと、非常時の体制で早期の業務再開  を図るための業務継続計画を策定し、当該

業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

 （１）事業所内で業務継続計画を周知するとともに、研修及び訓練を定期的に実施し 

ています。 

  （２）定期的に業務継続計画の見直しと変更をしています。 

 

１２ ハラスメント対策 

   事業者は、事業所において行われる性的な言動（セクシャルハラスメント）又は優

越的な関係を背景とした言動（パワーハラスメント）であって、業務上必要かつ相当

な範囲を超えたものにより、介護支援専門員の就業環境が害されることを防止するた

めの措置を講じます。 

   また、利用者及びご家族による暴力・暴言、過剰または不合理な要求、合理的範囲

を超える時間的・場所的拘束、その他ハラスメント行為により、介護支援専門員の就

業環境が害されることを防止するための必要な措置を講じます。 

（１）ハラスメントの内容の明確化及び方針の周知・啓発を行うとともに相談体制等必

要な体制を整備しています。 

 

１３ サービス内容に関する苦情 

  ①当事業所の利用者相談・苦情担当 

   当事業所の居宅介護支援に関するご相談・苦情および居宅サービス計画に基づいて

提供している各サービスについてのご相談・苦情は、下記窓口で承ります。 

受付窓口   管理者 太田 宏 

電話番号  ０４８０－５３－６９７７ 

ＦＡＸ番号 ０４８０－５３－７６３１ 

    受付日時  月曜日から金曜日 

午前９：００～午後６：００ 

 

  ②その他 

   当事業所以外に、市町村の相談・苦情窓口、国民健康保険団体連合会等に苦情を伝

えることができます。 
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   加須市役所 高齢介護課 

    電話番号 ０４８０―６２－１１１１（代表） 

   

   埼玉県国民健康保険団体連合会 介護保険課 苦情対応係 相談窓口 

    電話番号  ０４８―８２４－２５６８（直通） 

    ＦＡＸ番号 ０４８―８２４－２５６１ 
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                           令和  年  月  日 

 

 

 居宅介護支援の提供開始にあたり、利用者に対して契約書及び本書面に基づいて重要な

事項を説明しました。 

 

             事業者  社会福祉法人 ハイマート 

                  理事長 井上 直樹 

 

             所在地  埼玉県加須市久下３－６－１ 

 

             事業所  ケアプラン久下けやきハウス 

 

             所在地  埼玉県加須市久下３－５－１ 

 

             説明者                   

 

 

 

 私は、契約書及び本書面により、事業者から居宅介護支援についての重要事項の説明を

受け、同意しました。 

 

             利用者 

住所                    

 

             氏名                    

 

             代理人 

住所                    

 

             氏名                    

                  利用者との関係・続柄（      ） 

 

 


